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～PACIFICO Sustainable Action!～ 

「パシフィコ横浜 サステナビリティ方針」を定めました 

脱炭素社会、地域活性化等に向け、国内MICE施設で初めて数値目標を設定！ 

 

パシフィコ横浜（正式名称：株式会社横浜国際平和会議場、所在地：横浜市西区、代表取締役社長： 

林 琢己）は、2030 年の達成を目標に、脱炭素社会と循環型社会の実現を軸とした「サステナビリティ方針」を定めま

した。 

 

■方針を定めた経緯 

パシフィコ横浜は、Face to Face の交流の重要性を信じ、コミュニケーションが活性化される“場”を提供することで、

より良い社会の実現に貢献したいと考えてきました。私たちは、多くの人が集う MICE※施設は、環境負荷が低く、持続

可能であるべきだと考えています。また国内外問わず、多くの主催者様もまた、サステナブルな MICE の開催を模索され

ており、特に国際会議の誘致活動における提案書類では、会場のサステナビリティに対する取組の記載が必須となって

います。そのような状況の中、サステナブルな MICE 実現の一翼を担い、より多くのお客様に選ばれる施設であり続ける

ため、この度、サステナビリティ方針を定めました。 

 

■サステナビリティ方針について 

Environment(環境)・Social(社会)・Governance(ガバナンス)それぞれの観点から 8 つの重要課題(マテリアリ

ティ)を特定し、事業を通じて、その解決に取組むことで、「お客様やお取引先のみなさまとともにつくるサステナブルな施

設」を目指します。各重要課題の解決に向けては、国内MICE施設で初めて「脱炭素社会の実現」、「循環型社会の

実現」、「地域活性化への貢献」等の数値目標を設定し、2030 年の達成を目指して取組んでまいります。 

また、サステナビリティの推進については、ホームページ等でも積極的に発信してまいります。 

 

■主な取組目標 

・2025年までに電力由来の CO2排出量ゼロ                   

2030 年までに CO2排出量 70%削減(2013 年比) 

2050 年までに CO2排出量実質ゼロ 

・廃棄物の 100％リサイクル 

・来場者数年間 500 万人 ※臨港パーク来園者含む 

・横浜市内経済波及効果年間 1,000億円 (全国 2,700億円) 

 

※MICE とは…Meeting（企業ミーティング）、Incentive Travel（報奨・研修旅行）、Convention（国際会議）、 

          Exhibition/Event（展示会/イベント）などのビジネスイベントの総称。 

裏面あり 

報道関係 各位 



 

※「パシフィコ横浜 サステナビリティ方針」ホームページ：https://sustainable.pacifico.co.jp/  

  

＜取材のご希望、本件に関するお問い合わせ先＞ 

パシフィコ横浜 経営企画課 木村・水島 TEL: 045-221-2159 


